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結 果 の 概 要 
 

１ 予約の状況、診察等までの待ち時間、診察時間（外来患者のみ） 
 
（１）予約の状況  

外来患者の予約の状況をみると、「予約をした」は 79.4％となっている。 

病 院の種類 別にみると、「予 約をした」は特定 機 能 病院が 94.0％と最も高い。次 いで、大 病 院が

90.5％、中病院が 81.5％となっている。 

また、前回と比べると、小病院で「予約をした」が 3.0 ポイント上昇している。（図１）  
 

図１ 病院の種類別にみた外来患者の予約の状況（基本集計） 

 
 

（２）診察等までの待ち時間  
外来患者の診察等までの待ち時間をみると、「15 分未満」が 27.8％と最も多く、次いで、「15 分～

30 分未満」が 24.8％、「30 分～1 時間未満」が 20.6％となっており、１時間未満（「15 分未満」「15

分～30 分未満」「30 分～1 時間未満」）が約 7 割となっている（図２、統計表１）。 

病院の種類別にみると、大病院を除く全ての病院で「15 分未満」が最も多くなっている（図２）。 

図２ 病院の種類別にみた外来患者の診察等までの待ち時間（基本集計） 

注 ： 「 ２ 時 間 以 上 」 は「 ２ 時 間 ～ ３ 時 間 未 満 」 「 ３ 時 間 以 上 」 の合 計 である。 
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（３）病院の種類別にみた診察時間  
外来患者の診察時間をみると、「５分～10 分未満」が 40.9％と最も多く、次いで、「５分未満」が

28.1％、「10 分～20 分未満」が 15.0％となっている（図３、統計表２）。 

病院の種類別にみると、「５分未満」は療養病床を有する病院で 36.1％と最も高く、特定機能病

院で 16.1％と最も低くなっている（図３）。 

 

図３ 病院の種類別にみた外来患者の診察時間（基本集計） 

 
注 ： 「 医 師 に診 てもらっていない」 者 を除 いた数 値 である。 
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（４）初診－再来別にみた診察時間 【関連集計】  
外 来 患 者 の診 察 時 間 を初 診 ・ 再 来 別 にみると、初 診 ・ 再 来 ともに「 ５ 分 ～ 10 分 未 満 」 が初 診

36.8％、再来 41.8％と最も多く、次いで「５分未満」が初診で 29.4％、再来で 28.6％となっている。 

病院の種類別にみると、特定機能病院、大病院、中病院では、「５分未満」は初診より再来で高く

なっている。（図４）  

 

図４ 病院の種類、初診－再来別にみた外来患者の診察時間（関連集計） 

 

 

 
注 :1)「 医 師 に診 てもらっていない」 者 を除 いた数 値 である。 

2)「 初 診 － 再 来 」 は、令 和 ５ 年 (2023)患 者 調 査 （ 医 療 施 設 の管 理 者 が記 入 する方 式 により調 査 を行 ったもの） とのデータ・ リンケージに

より得 られた調 査 票 情 報 を用 いて集 計 している。 
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（５）主な傷病分類別にみた診察時間 【関連集計】  
外 来 患 者 の診 察 時 間 を主 な傷 病 分 類 別 にみると、「 5 分 未 満 」 は「 腎 尿 路 生 殖 器 系 の疾 患 」 で

34.3％、「損傷，中毒及びその他の外因の影響」で 31.9％、「30 分以上」は「消化器系の疾患」で

8.9％、「精神及び行動の障害」で 6.7％と高くなっている（図５、統計表３）。 

 

図５ 主な傷病分類別にみた外来患者の診察時間（関連集計） 

 
注 :1)「 医 師 に診 てもらっていない」 者 を除 いた数 値 である。 

2)「 主 な傷 病 分 類 」 は、令 和 ５ 年 (2023)患 者 調 査 （ 医 療 施 設 の管 理 者 が記 入 する方 式 により調 査 を行 ったもの） とのデータ・ リンケージ

により得 られた調 査 票 情 報 を用 いて集 計 している。 
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２ 自覚症状の有無、自覚症状はなかったが受診した理由、受診ま

での期間（外来患者のみ） 

（１）自覚症状の有無、自覚症状はなかったが受診した理由  
外来患者が、調査日現在に受診した病気や症状を初めて医師に診てもらった時、「自覚症状があ

った」は 66.3％、「自覚症状がなかった」は 28.1％となっている（図６、統計表４）。 

「自覚症状がなかった」と回答した者の受診した理由をみると、「健康診断（人間ドックを含む）で指

摘された」が 45.2％と最も高くなっている。 

  また、年次推移をみると、「健康診断（人間ドックを含む）で指摘された」が上昇している。（図７、統

計表４）  

 

図６ 外来患者の自覚症状の有無（基本集計） 

 

  

 

 

 

 
 
 
 

（２）受診までの期間 

「自覚症状があった」「自覚症状がなかった」と回答した者について、受診までの期間（症状を自覚

した時から、又は自覚症状がなかったが受診した理由が生じた時から最初の受診までの期間）をみる

と、「１週間～１か月未満」が 19.8％と最も多く、次いで、「１～３日」が 15.0％となっている。 

自覚症状の有無別にみると、「自覚症状があった」では「１～３日」が 17.7％と最も多く、「自覚症

状がなかった」では「１週間～１か月未満」が 25.4％と最も多くなっている。（表１、統計表５）  
 

表１ 自覚症状の有無別にみた外来患者の受診までの期間（基本集計）

 

注 ： 「 診 察 ・ 治 療 ・ 検 査 などを受 ける」 ため来 院 した者 で、「 自 覚 症 状 があった」 者 及 び「 自 覚 症 状 がなかった」 者 の数 値 である。 
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（３）主な傷病分類別にみた自覚症状の有無 【関連集計】 

自覚症状の有無を主な傷病分類別にみると、「自覚症状がなかった」は「新生物＜腫瘍＞」で

47.4％、「内分泌，栄養及び代謝疾患」で 45.3％と高くなっている（図８、統計表６）。 
 

図８ 主な傷病分類別にみた外来患者の自覚症状の有無（関連集計） 

 

注 ： 1)「 診 察 ・ 治 療 ・ 検 査 などを受 ける」 ため来 院 した者 の数 値 である。 

2)「 主 な傷 病 分 類 」 は、令 和 ５ 年 (2023)患 者 調 査 （ 医 療 施 設 の管 理 者 が記 入 する方 式 により調 査 を行 ったもの） とのデータ・ リンケージ

により得 られた調 査 票 情 報 を用 いて集 計 している。 

  

66.9 

64.9 

49.8 

48.2 

70.2 

79.2 

72.8 

62.6 

79.6 

65.9 

87.7 

90.8 

57.9 

89.0 

37.3 

52.0 

51.7 

33.6 

55.7 

67.1 

47.4 

54.6 

69.9 

66.7 

84.5 

51.6 

28.1 

30.9 

47.4 

45.3 

20.1 

15.0 

22.5 

30.6 

16.1 

30.6 

9.6 

6.5 

35.6 

6.8 

55.6 

43.6 

47.0 

64.4 

42.8 

31.6 

44.7 

38.2 

24.3 

22.5 

10.3 

38.8 

3.2 

3.1 

1.5 

4.1 

8.9 

4.5 

2.9 

4.8 

3.1 

2.2 

0.8 

1.3 

5.4 

2.2 

7.0 

2.5 

0.7 

1.0 

4.7 

5.1 

3.6 

8.8 

5.3 

9.1 

1.8 

1.1 

1.3 

2.4 

0.8 

1.2 

1.8 

2.1 

1.1 

1.3 

1.9 

1.5 

1.1 

2.0 

1.9 

0.7 

1.0 

1.6 

1.3 

3.1 

2.1 

2.2 

2.0 

0.6 

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

総 数

感染症及び寄生虫症

新生物＜腫瘍＞

内分泌，栄養及び代謝疾患

精神及び行動の障害

神経系の疾患

眼及び付属器の疾患

循環器系の疾患

呼吸器系の疾患

消化器系の疾患

皮膚及び皮下組織の疾患

筋骨格系及び結合組織の疾患

腎尿路生殖器系の疾患

損傷，中毒及びその他の外因の影響

（再掲）ウイルス性肝炎

（再掲）胃の悪性新生物＜腫瘍＞

（再掲）結腸及び直腸の悪性

新生物＜腫瘍＞

（再掲）気管，気管支及び肺の

悪性新生物＜腫瘍＞

（再掲）乳房の悪性新生物＜腫瘍＞

（再掲）子宮の悪性新生物＜腫瘍＞

（再掲）糖尿病

（再掲）高血圧性疾患

（再掲）心疾患（高血圧性のものを除く）

（再掲）脳血管疾患

（再掲）喘息

（再掲）腎不全

自覚症状があった 自覚症状がなかった

覚えていない

不詳

(％)

令 和 ５ 年  



 

- 10 - 

３ 満足度 

（１）病院に対する全体的な満足度  
全体としてこの病院に「満足」していると回答した者は、外来で 64.0％、入院で 67.8％、「不満」で

あると回答した者は、外来で 4.4％、入院で 4.9％となっている。 

病 院 の種 類 別 にみると、「 満 足 」 していると回 答 した者 は、外 来 、入 院 ともに特 定 機 能 病 院 で最 も

高くなっている。（図９、統計表７、８）  

 

図９ 病院の種類別にみた病院に対する全体的な満足度（外来・入院）（基本集計） 

 

 
注 ： 「 満 足 」 は「 非 常 に満 足 している」 「 やや満 足 している」 の合 計 であり、「 不 満 」 は「 非 常 に不 満 である」 「 やや不 満 である」 の合 計 である。 

 

 
注 ： 「 満 足 」 は「 非 常 に満 足 している」 「 やや満 足 している」 の合 計 であり、「 不 満 」 は「 非 常 に不 満 である」 「 やや不 満 である」 の合 計 である。 
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（２）病院に対する全体的な満足度の年次推移  
全体的な満足度の年次推移をみると、「満足」していると回答した者は、平成 26 年以降、外来で

は６割程度、入院では７割程度で推移している（図 10）。 

 

図 10 病院に対する全体的な満足度の年次推移（外来・入院）（基本集計）

 
注 ： 1)平 成 23 年 は、岩 手 県 、宮 城 県 及 び福 島 県 を除 いた数 値 である。 

2)「 満 足 」 は「 非 常 に満 足 している」 「 やや満 足 している」 の合 計 であり、「 不 満 」 は「 非 常 に不 満 である」 「 やや不 満 である」 の合 計 である。 

 

 

 
注 ： 1)平 成 23 年 は、岩 手 県 、宮 城 県 及 び福 島 県 を除 いた数 値 である。 

2)「 満 足 」 は「 非 常 に満 足 している」 「 やや満 足 している」 の合 計 であり、「 不 満 」 は「 非 常 に不 満 である」 「 やや不 満 である」 の合 計 である。 
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（３）項目別満足度  
項目別の満足度をみると、「満足」していると回答した者が高いのは、外来、入院ともに「医師による

診 療 ・ 治 療 内 容 」 「 医 師 との対 話 」 「 医 師 以 外 の病 院 スタッフの対 応 」 となっており、外 来 で約 ６ 割 、

入院で約７割となっている。 

一方、「不満」であると回答した者が最も高いのは、外来では「診察までの待ち時間」が 25.5％、入

院では「食事の内容」が 14.7％となっている。 

また、前回と比べると、外来、入院ともに全ての項目で「満足」はほぼ横ばいとなっている。（図 11、

統計表７、８）  
 

図 11 項目別にみた満足度（外来・入院）（基本集計） 

注 ： 1)「 満 足 」 は「 非 常 に満 足 している」 「 やや満 足 している」 の合 計 であり、「 不 満 」 は「 非 常 に不 満 である」 「 やや不 満 である」 の合 計 である。 

2)「 診 察 時 間 」 及 び「 診 察 までの待 ち時 間 」 は「 医 師 に診 てもらっていない」 者 を除 いた数 値 である。 

 注 ： 「 満 足 」 は「 非 常 に満 足 している」 「 やや満 足 している」 の合 計 であり、「 不 満 」 は「 非 常 に不 満 である」 「 やや不 満 である」 の合 計 である。 

55.5 
59.9 
60.2 

57.2 
61.3 
62.0 

58.9 
63.5 
63.9 

52.2 
57.2 
57.4 

40.1 
45.0 
45.4 

28.9 
32.7 
32.1 

32.9 
31.6 
31.5 

30.5 
29.7 
29.1 

31.1 
30.3 
29.6 

37.9 
36.8 
36.8 

46.3 
44.9 
45.2 

39.9 
41.0 

40.5 

5.5 
5.4 
5.4 

6.1 
6.1 
6.1 

3.8 
3.5 
3.9 

2.9 
2.7 
2.8 

7.4 
7.2 
6.9 

26.6 
24.1 

25.5 

0.3 
0.3 
0.3 

0.3 
0.3 
0.3 

0.2 
0.2 

0.2 

0.7 
0.5 
0.6 

0.2 
0.1 
0.1 

0.2 
0.1 
0.2 

5.8 
2.8 
2.5 

5.9 
2.7 
2.5 

5.9 
2.4 
2.3 

6.4 
2.8 
2.5 

6.0 
2.7 
2.4 

4.4 
2.0 

1.8 

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

平成29年

令和２年

令和５年

医師との対話 平成29年

令和２年

令和５年

平成29年

令和２年

令和５年

平成29年

令和２年

令和５年

診察時間 平成29年

令和２年

令和５年

診察までの待ち時間 平成29年

令和２年

令和５年

満足 ふつう 不満 不詳

医師による診療・

治療内容

医師以外の

病院スタッフの対応

診察時のプライバシー

保護の対応

外 来

医師との対話

診察時間

診察までの待ち時間

（％）

その他

70.7 
71.6 

69.8 

65.9 
67.0 

65.4 

70.0 
71.8 
72.1 

56.1 
58.3 
58.6 

57.0 
56.9 
57.5 

43.5 
46.7 

45.5 

20.3 
19.8 

20.6 

21.9 
21.7 

21.6 

18.5 
19.1 
17.9 

30.1 
29.6 
29.1 

26.8 
28.2 
27.7 

31.5 
31.8 

30.6 

4.0 
4.1 

4.6 

6.0 
6.3 

7.2 

4.6 
4.3 

4.9 

6.2 
5.7 
5.7 

9.1 
8.2 
8.0 

14.9 
12.9 

14.7 

0.6 
0.7 
1.3 

0.7 
0.8 
1.5 

0.5 
0.4 
1.0 

0.7 
1.2 
1.8 

1.0 
1.7 
2.5 

3.7 
3.5 
4.5 

4.4 
3.8 
3.6 

5.5 
4.2 
4.4 

6.4 
4.4 
4.1 

6.9 
5.3 
4.7 

6.1 
5.0 
4.3 

6.3 
5.2 
4.8 

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

平成29年

令和２年

令和５年

医師との対話 平成29年

令和２年

令和５年

平成29年

令和２年

令和５年

平成29年

令和２年

令和５年

病室・浴室・トイレなど 平成29年

令和２年

令和５年

食事の内容 平成29年

令和２年

令和５年

満足 ふつう 不満 不詳

医師による診療・

治療内容

医師以外の

病院スタッフの対応

病室でのプライバシー

保護の対応

（％）

入 院

医師との対話

病室・浴室・トイレなど

食事の内容

その他



 

- 13 - 

（４）主な傷病分類別にみた医師による診療・治療内容に対する満足度 【関連集計】  
外来 患 者の診療 ・治 療 内容に対する満足 度を主な傷 病分 類別にみると、「満 足」 していると回 答

した者が高いのは、「呼吸器系の疾患」で 66.1％、「新生物＜腫瘍＞」で 65.8％となっている。 

一方、「不満」であると回答した者が高いのは、「精神及び行動の障害」で 9.3％、「腎尿路生殖器

系の疾患」で 7.7％となっている。（図 12、統計表９）  

 

図 12 主な傷病分類別にみた外来患者の医師による診療・治療内容に対する満足度（関連集計） 

 

 

注 ： 1)「 満 足 」 は「 非 常 に満 足 している」 「 やや満 足 している」 の合 計 であり、「 不 満 」 は「 非 常 に不 満 である」 「 やや不 満 である」 の合 計 である。 

2)「 主 な傷 病 分 類 」 は、令 和 ５ 年 (2023)患 者 調 査 （ 医 療 施 設 の管 理 者 が記 入 する方 式 により調 査 を行 ったもの） とのデータ・ リンケージ

により得 られた調 査 票 情 報 を用 いて集 計 している。 
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入院 患 者の診療 ・治 療 内容に対する満足 度を主な傷 病分 類別にみると、「満 足」 していると回 答

した者が高いのは、「眼及び付属器の疾患」で 91.1％、「新生物＜腫瘍＞」で 80.2％となっている。 

一方、「不満」であると回答した者が高いのは、「精神及び行動の障害」で 13.2％、「神経系の疾

患」で 8.6％となっている。（図 13、統計表 10）  

 

図 13 主な傷病分類別にみた入院患者の医師による診療・治療内容に対する満足度（関連集計） 

 

 

 

注 ： 1)「 満 足 」 は「 非 常 に満 足 している」 「 やや満 足 している」 の合 計 であり、「 不 満 」 は「 非 常 に不 満 である」 「 やや不 満 である」 の合 計 である。 

2)「 主 な傷 病 分 類 」 は、令 和 ５ 年 (2023)患 者 調 査 （ 医 療 施 設 の管 理 者 が記 入 する方 式 により調 査 を行 ったもの） とのデータ・ リンケージ

により得 られた調 査 票 情 報 を用 いて集 計 している。 
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